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１ はじめに 

2015年7月7日に定常運用が開始された静止

気象衛星「ひまわり8号」は，観測波長帯数の

増加と観測頻度が向上している．ひまわり8号
の観測データは，従来の気象業務のみならず，

様々な分野での利用が期待されている．近年で

は，関東地方をはじめとする都市部において異

常気象や集中豪雨などが発生し，地球温暖化の

影響だけではなく，ヒートアイランド現象によ

るものだと考えられている．一般にヒートアイ

ランド現象は，郊外に比べ都市部の気温が高く

なる現象と定義されている1)．ヒートアイラン

ド現象に関する調査・研究には，Landsat/TM
やTERRA/MODIS，ASTERといった極軌道衛

星が利用されてきた．しかしながらこれらの衛

星情報は，1日に昼夜の2回しか観測を行えな

いため詳細な日変化の変動を知るためには観

測頻度が不十分である．そこで本研究では，観

測頻度が向上したひまわり8号の熱赤外データ

から都市の熱環境を調査し，ヒートアイランド

現象の可視化と数値化を試みるとともに，人口

密度をはじめとする各種統計値と比較し解析

結果の評価を行った． 
 
２ 使用したデータ 
本研究では，ヒートアイランド現象を監視す

るため特に地表面温度の上昇が顕著に現れる

夏季に観測された画像を使用し，埼玉県熊谷市

ならびに千葉県千葉市を中心とする約80km
×80kmの領域を使用調査した．観測日時は以

下の通りである． 
・2015年7月31日(0時00分～23時00分) 
・2016年8月12日(0時00分～23時00分) 
また，いずれも24時間連続して雲量の少な

い日を条件とし選定した．図-1に「ひまわり8
号」が観測したband14画像を示す．画像で白

い領域は温度が低く，黒い領域は温度が高いこ

とを示している． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-1 ひまわり8号が観測した日本周辺域の熱

画像(2015年7月31日9:00(JST)) 
 
３ 解析手順と結果 

埼玉県熊谷市と千葉県千葉市に設置されて

いるAMeDAS観測点を基準に地表面温度の日

変化調査をした．得られた温度分布状況を地域

傾向面分析により解析を行った2)．地域傾向面

分析を行うことで地表面の温度情報を規則的

な変動・分布パターンとして近似し，その特徴

を視覚化することが可能である．その結果の一

例を図-2，図-3に示す． 
図-2は，2015年7月31日観測された埼玉県熊

谷市を中心とする約80km×80kmの領域を対

象に地域傾向面分析を行った結果である．図-3
は，同様に千葉県千葉市の結果である．ヒート

アイランド現象を示す指標として2つの分析結

果を表-1に示す．分析Ⅰは，各地点における地

表面温度の6時から13時までの温度差を温度

上昇幅とし，分析Ⅱは，6時から21時の残存温

度増加温度である． 
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ヒートアイランド現象の主要因として人間活

動が考えられる．各都市における人口および面

積と前述の分析Ⅰ，Ⅱの結果を表-1に示す3)4)． 
熊谷市は，過去最高気温を記録するなどと報

道されているが，熊谷市と千葉市を比べると分

析Ⅰと分析Ⅱの結果から熊谷市の方が夜間温

度が高く，千葉市は日中が高い結果となった． 
埼玉県は，海に面していない内陸県であるた

め夜間の温度が下がりにくく，千葉県は海風の

影響で夜間の温度が低くなったものと考えら

れ各都道府県の土地被覆状況の違いが影響し

ているものと考えられる． 
 
４ まとめ 

「ひまわり8号」の観測値を基に地域傾向面

分析により得られた都市の熱環境を可視化，数

値化し，地表面温度の上昇温度および残存増加

温度として各都市の熱環境に関する指標を示

し，解析対象都市の熱環境の特徴を説明する数

値として評価できた． 
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人口(人)
平成27年度統計

面積(km2)
分析Ⅰ(℃)

6時-12時の温度上昇差
分析Ⅱ(℃)

6時-21時の残存増加温度差

熊谷市 200,784 159.82 8.1 4.8

千葉市 966,639 271.76 9.3 3.4

図-3 埼玉県熊谷市における傾向面分析結果(左：6 時 中央：12 時 右：21 時) 
(※図の点は AMeDAS 観測点を示している) 

表-1 各都市における人間活動の要因と地域傾向面分析結果から算出した温度上昇及び残存増加温度 

図-2 千葉県千葉市における傾向面分析結果(左：6 時 中央：12 時 右：21 時) 
(※図の点は AMeDAS 観測点を示している) 
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